
   

  

 

 

 

 

 

 

 

青少年相談センターの歴史とその将来像を考える 

 

 

 

青少年相談センターは、今から３４年前の昭

和６１年４月、従来から存在していた「青少年

相談所」と「子ども教育相談室」を統合し、学

校教育部の機関として、相模原郵便局の斜向か

い（現在の本庁倉庫）に産声を上げました。 

その特徴は、非行防止と不登校対応の複合的

機能を有しており、当時としてはとても先進的

で、近隣市町のモデルともなっていました。 

 そして、不登校対策として、平成５年度から

国に先駆け、学校出張相談という学校へのカウ

ンセラー派遣事業を開始し、十年間という長い

歳月をかけて、市内全小・中学校への学校出張

相談体制を完遂させました。このことは、当時

としては画期的な施策であり、先人達の先見性

と見識の高さに頭が下がる思いです。 

 また、平成１０年頃には青少年相談センター

建て替え計画があり、設計図まで完成していた

ようですが、様々な事情により計画は頓挫して

しまいました。そのような背景から、平成１５

年１０月に旧法務局の建物をリノベーションし

て、現在地に移転したわけです。 

その後、平成１８年・１９年には旧津久井４

町との合併に伴い、各相談室及び相談指導教室

の増設、カウンセラーの増員等が行われ、さら

に、平成２３年度からカウンセラーの小中連携

配置を推進するとともに、スクールソーシャル

ワーカー制度を導入し、福祉的な視点での不登 

日頃から青少年相談センターの事業にご理解

と 

私たちが総体として行っていることは、子ど

もが笑顔で生活できるように、一人ひとりの個

性や心の有り様、置かれている環境などを見立

 校や問題行動への対策も開始されました。 

平成３０年度には、教育局の組織改編に伴い、

「街頭指導相談事業」を学校教育課人権児童・

生徒指導班に移管するとともに、学校教育課教

育支援班の「就学相談・巡回相談事業」を青少

年相談センターが引き継ぐことになりました。 

このことにより、青少年相談センターの非行

防止と不登校対策といった複合的機能は終わり

を告げたわけです。 

 私は学校教育課及び青少年相談センターに勤

務した経験から、いま学校現場に求められてい

るニーズの多様性を考えたとき、現在、学校教

育部各課に分散している支援教育に係る機能を

整理するとともに、青少年相談センターの在り

方（その機能や名称など）を見直す時期に来て

いるのではないかと思っています。 

そして、今後、青少年相談センターが不登校

や発達障害、支援教育など複雑化した今日的課

題に対応する専門機関として、より一層の機能

を発揮していただくことを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 相模原市立小中学校長会 

 

他方、子どもたちは、同世代の仲間と切磋琢

磨し、家族の一員として役割を持ち、地域社会

の構成員として活動に参画することを通して、
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今年度は、不登校対応について、未然防止、早期発見・早期対応の視点から、学校で活用できるような実践的

な内容の研修を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

第３回・・・場所：総合学習センター 講師：青少年相談センター指導主事 

     第３回は、主に新任の支援教育コーディネーターを対象に「不登校児童・ 

       生徒対応の基礎」をテーマに研修を行いました。前半の講義で、相模原市 

 内の小中学校の不登校の現状や、不登校への正しい理解について確認した

上で、後半は「情報」と「連携」ということばをキーワードに「校内支援

体制の充実の工夫について」というテーマで活発なグループ討議が行われ

ました。     

第４回・・・場所：青少年相談センター 講師：子育て支援センター職員、青少年相談センター主事 

第４回は、関係機関職員を講師にお招きして、不登校対応には欠かせない「関係機関との連携」をテーマに研

修を行いました。講義の後には関係機関を含む具体的な事例をもとに、連 

携の在り方や学校ができること等についてグループ討議が行われました。 

＜参加者の感想＞ 

○「情報収集やケース会議の持ち方について具体的に学ぶことができまし 

た。今後に役立てていきたいと思います。」 

○「内容が多く、とても実りのある研修でした。フリースクールについて 

も話を聞く事ができ、今後保護者にも具体的な言葉がけができます。」 

 

 

 

 

 

今年度は、不登校問題に関わる話題提供や様々なテーマの保護者同士の話合いを通して、家庭における保護者の

対応のあり方について考える機会としました。 

 

 

 

 

 

 

第２回・・・場所：各区（緑・中央・南）会場 

 第２回は、「様々な進路選択」というテーマで、６月から７月にかけて、 

各区の会場で実施しました。入試制度の概要や様々な進路先、相談指導教室 

通室生の進路状況、フリ―スクールについて情報提供をした後、参加者と青 

少年教育カウンセラーがいくつかのグループに分かれて、懇談をしました。 

 グループの懇談の中では、前半の情報提供の内容や、今後必要なこと、学 

校の先生との関係作りなどが話題に上りました。懇談会終了後は、当日参加 

したフリースクール３団体による希望制の個別相談が実施されました。 

第４回・・・場所：青少年相談センター 

第４回は、「家庭での過ごし方」というテーマで実施しました。前半は、不登校を経験したお子様をお持ちの２名

の保護者をパネリストとしてお招きして、経験談をもとにしたパネルトークを行いました。参加した保護者は、不

登校のきっかけや当時の状況、困り感等を自身の経験から語るパネリストの話に聞き入っていました。パネルトー

クの後には、家での子どものゲームをする時間のことや、父親の役割等について参加者から質問が出ました。グル

ープ別の懇談の後には、参加した保護者からは「参加はあまり前向きではなかったが、参加してよかった」「自由に

話せる時間があってよかった」などの声が聞かれました。 

 

 

 

 

 

 

学生対象の体験教室の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回 テ ー マ 

１ 不登校への早期対応について（児童支援専任教諭研修兼） 

２ 不登校対応セミナー①不登校への対応～事例を通して支援を考える～ 

３ 不登校児童・生徒対応の基礎（新任支援教育コーディネーター研修兼） 

４ 不登校対応セミナー②～関係機関との連携～ 

回 テ ー マ 

１ 「不登校の理解 子どもに寄り添う」＜対象：保護者・子ども＞ 

２ 「様々な進路選択」＜対象：保護者・子ども＞ 

３ 「学校への登校に向けて」＜対象：保護者＞ 

４ 「家庭での過ごし方 ～困り感を語る～」＜対象：保護者＞ 

５ 「明日に向かって～体験を聞く～」＜対象：保護者・子ども＞ 

 

 

 青少年相談センターでは、不登校対策の取組みの一環として、不登校の未然防止と対応についての理解を深めることを目指して、教職員を対象にした「不登校対応セミ

ナー」を実施しています。また、保護者を対象にした「不登校を考えるつどい」も実施しています。 

不登校対応セミナー 不登校を考えるつどい 

 

 

第１回の同時刻に行われた小・中 

今後も様々な機会を通して、誰もが行きたくなる学校づくりを支援します！ 

「つどい」の予定は、青少年相談センターＨＰでもご確認いただけます。 

 

今後も本人や保護者の不安等に丁寧に寄り添います！ 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

E メール相談 
（２４時間受付） 

「「ふふれれああいい体体験験活活動動」」「「不不登登校校相相談談会会・・進進路路説説明明会会」」報報告告 

巡回相談では、まず学級に入り、授業の様子を見て、

給食、休み時間、清掃時間を子どもたちと過ごしながら

観察をします。その中で、困難さをもっている子どもの

ちょっとした言動、表情からその背景をあれこれ探って

支援につながるヒントは何かを考えます。ケース会議で

は「先生方がこんなにも子どもたちのことを考えている

のだ」と、心を動かされることがしばしばあります。 

先生方から「そういう見方、支援方法があったのか」

と、子どもの新たな面に気付いていただけた時は、とて

も励みになります。まだまだ十分に先生方の力になれず、

不甲斐なさを感じることもありますが、これからも先生

方と一緒に悩み、考えながら子どもたちの成長を応援し

たいと思います。 

（Ｄ支援教育指導員） 

 

 

相談指導教室には、たくさんの珍しい卓上ゲ

ームやカードゲームがあります。通室し始めた

生徒は、はじめは緊張もあり、通室生同士の交

流もぎこちないことが多いです。こわばった表

情を浮かべていた通室生達が、ゲームを通じて

徐々に笑顔が増え、会話が弾むようになり、や

がて相談指導教室を卒業する頃には自然な笑顔

で相手を配慮できるほどに成長を遂げていくこ

とがあります。 

たかがゲームかもしれませんが、生徒のちょ

っとした変化に気付かせてくれる大事なアイテ

ムであると共に、相談指導教室はそうした変化

が見られる大事な居場所であると感じます。 

（Ｃ青少年教育カウンセラー） 

 

「「ほほっっととひひととここまま」」  
青少年教育カウンセラーと支援

教育指導員が、日々の心温まるひ

と時について教えてくれました。 

 

その７１ 

 

１１月９日、不登校や登校をためらいがちな子どもたち、また、集

団生活が苦手な子どもたちを対象に、相模川自然の村野外体験教室で

「ふれあい体験活動」を実施しました。 

午前中は「みんなで力を合わせて最高においしいカレーを作ろう」

のめあてのもと、一人ひとりが自分の役割に責任を持って協力しなが

らカレー作りに取り組んでいました。お昼は自分たちの作ったカレー

に舌鼓を打ち、午後は施設周辺でオリエンテーリングを行いました。

「展望台から見る景色を眺めて一句」という課題には頭を悩ませなが

らも、豊かな感性で、情景にぴったりな俳句を詠んでいました。 

 

＜「不登校相談会・進路説明会」 実施報告＞ 

９月７日、県・市町村教育委員会と県内各地のフリースクール等との

連携により、不登校で悩む児童・生徒や高校中退者及びその保護者等を

対象にした「不登校相談会・進路説明会」を相模原市立総合学習センタ

ーにて実施しました。 

当日は、合計２０の学校、機関・団体がブースに分かれ、直接スタッ

フが不登校や進学、就職についての相談を受けたり、情報提供を行った

りしました。参加された皆様にとって、関係機関等とつながる機会とな

れたのであれば幸いです。  


